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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 29 年 5 月 12 日に公表いたしました平成 30 年３月期通期の業績

予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

１．業績予想の修正について 

平成 30 年３月期通期（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

 連結業績予想修正 

 
経常収益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

59,900

百万円

6,000

百万円 

4,100 

円 銭

216.64

今回修正予想（Ｂ） 63,000 7,400 5,800 307.47

増減額（Ｂ－Ａ） 3,100 1,400 1,700 －

増減率（％） 5.2 23.3 41.5 －

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年３月期） 
63,125 7,663 5,945 303.34

 

 

 個別業績予想修正 

 
経常収益 経常利益 

 
当期純利益 

 

１株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

42,900

百万円

4,900

百万円 

3,500 

円 銭

184.93

今回修正予想（Ｂ） 45,100 6,000 4,800 254.46

増減額（Ｂ－Ａ） 2,200 1,100 1,300 －

増減率（％） 5.1 22.4 37.1 －

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年３月期） 
46,546 6,575 5,459 278.54
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２．業績予想の修正の理由 

（1）個別業績予想の修正理由 

役務取引等収益が当初予想を上回る見込みとなったこと、移転補償金を特別利益に計上する

予定であることなどを主因として、通期の個別業績予想を上方修正するものであります。 

   

（2）連結業績予想の修正理由 

  上記(1)の個別業績予想の修正理由に加え、連結子会社の収益が予想より増加する見込み

であることなどから通期の連結業績予想を修正するものであります。 

 

 

 
※ 上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作

成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があり

ます。 

※ 平成 28 年 10 月１日付で普通株式 10 株につき１株の割合で株式併合を実施しましたが、本資

料では、前期の期首に当該株式併合を実施したと仮定し、１株当たり当期純利益を算定して

おります。 

 

 

 

 

 

以 上 
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